
作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）

【重点項目への取り組み状況】

【情報提供票より】（Ｈ２１年１月２８日事業所記入）

1 ユニット 人

10 人

（２）建物概要

2 階建ての 階　～ 1 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円 円

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（ １月２８日現在）

9 名 男性 0 名 女性 9 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 92 歳 最低 82 歳 最高 96 歳

（５）協力医療機関

重
点
項
目
④

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

地域の自治会の敬老会に、利用者、職員が招待され余興の提供を行うなど地域と一
体となり交流を深める等、多くの場面で地域との協力関係が得られている事が感じら
れる。現状の地域交流や協力関係を維持しつつ、今後、ホ－ム側の地域貢献として、
地域に住む高齢者に対する何らかの支援が出来ないかホ－ム側も検討しているが、
個人情報保護法がネックにあり、躊躇している。

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

運営推進会議は定期的に開かれており、自治会代表や行政側、利用者や家族代表
の参加があり、ホ－ムのサ－ビスの状況報告や、行事計画等を含め情報交換があ
り、協力体制が出来ている。しかし地域密着型サ－ビス制度の趣旨が地域に十分理
解されていないため、積極的な意見が出にくく、施設側からの説明が主になっている。

重
点
項
目
③

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

管理者、職員とも、日頃から意識的に家族の意見、苦情、相談等引き出せるように心
がけており、苦情処理委員会も設置されている。また、面会時や電話連絡、ホーム便
り等定期的に発行し、随時報告がなされている。

重
点
項
目
②

有／無

要支援２ 0

日常生活費日額200

　  有（　　　　　　　　　　円）　　　　　　　　　　無

 有（　　　　　　　　　　円）

　　無

　有りの場合

　償却の有無

0

要介護４

利用定員数計　　　　 　  　9

   食材料費

家賃（平均月額） 30,000

   保証金の有無

(入居一時金含む)

または１日当たり　　　　７８０　円

 　　　      鉄筋コンクリート一部鉄骨　　造り 　

協力医療機関名

要介護５

沖縄県立八重山病院・中部徳洲会 石垣島徳洲会病院・いそべ歯科

利用者人数

1

2

要介護２

要介護３

0

6

［認知症対応型共同生活介護用］

平成21年3月1８ 日

4770700146

平成21年3月13日

沖縄県社会福祉協議会

その他の経費（月額）

事業所番号

事業所名

所在地

    敷　　　　金

訪問調査日

ユニット数

建物構造

（１）組織概要

所在地

法人名

重
点
項
目
①

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

前回、介護記録の中にケアプランが活かされていないとの評価を受け、様式を改善し
ケアプランに沿った介護記録ができた。

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

今回は管理者を中心に内容がまとめられているが、職員全員が自己評価作成に関
わったことで、全員でケアを振り返り、これまで気付かなかった点に気づき、考え方の
整理が出来た。

沖縄県那覇市首里石嶺町４－３７３－１（沖縄県総合福祉センター西棟４Ｆ）

０９８０－８４－１２１２

医療法人　緑の会

グループホーム　イジュの花

当ホームは高田部落に隣接し、すぐ隣りには石垣市老人福祉センターがあり、自
然豊かで静観な場所に位置している。入居している利用者の平均年齢は92歳と
高いものの、穏やかでゆったりとした時間の流れと共にくつろぎ、落ち着いた雰囲
気の中で暮らしている。地域との交流については、これまでのホームの努力姿勢
が着実に浸透し、地域の祭や行事等に利用者や職員が共に参加し地域との交流
等も行われている。保育園児との交流もあり、地域に根ざしたサービスが進展して
いる。外部評価にも積極的に取り組み、各項目の理解を深めるため勉強会を行う
等、介護記録様式を改善し、ケアプランに沿った介護記録が工夫され、利用者の
ケアサービスの向上に繋げている。

１．　調 査 報 告 概 要 表

要介護１

開設年月日

職員数

昭和・平成　　１４　年　　１１　月　　１　日

常勤   ９　人,  非常勤   １  人,  常勤換算   ９．２  人

評価機関名

〒９０７－０００１　沖縄県石垣市大浜４５３番地の１２



沖縄県（グループホーム イジュの花） 評価確定日：平成２１年５月　２８日

２．　調　査　報　告　書

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

ⅠⅠⅠⅠ．．．．理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支え
ていくサービスとして、事業所独自の理念をつく
りあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に
向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地
元の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具
体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

1

利用者の尊厳や、基本的人権の尊重と安心した暮らし
を支えていく等、独自の理念を創り上げている。今年
度はさらに地域密着型サ－ビスを盛り込んで理念の拡
大を図っている。

85

役所の担当課長や利用者、家族、自治会長、民生委
員、職員等で構成され定期的に開催し、ホ－ムの活動
報告や意見交換等、情報提供がなされサ－ビスの向
上に繋げている。

2

２．地域との支えあい

74

前回の評価により、職員全員が自己評価に関わったこ
とで、全員でケアを振り返り、これまで気付かなかった
点に気づき、改めて現状認識や課題の整理が出来
た。又、介護記録様式を改善し、ケアプランに沿った記
録が出来るようになった。

53

地域自治会に加入し、地域の祭や行事に参加し交流
を図る等連携が保たれている。又、ホ－ムのお誕生会
や敬老会に地域の方も参加し、協力をいただいてい
る。地域の保育園児の来訪や、慰問等も度々行われ
て、交流をふかめている。

1

2
理念は、玄関口や居間にも掲げられており、食事前に
は利用者や職員全員で唱和し、日々の活動に反映さ
せている。

取り組みを期待したい項目

社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会



沖縄県（グループホーム イジュの花） 評価確定日：平成２１年５月　２８日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外
にも行き来する機会をつくり、市町村とともに
サービスの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定期
的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員に
よる支援を受けられるように、異動や離職を必
要最小限に抑える努力をし、代わる場合は、利
用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交
流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、
相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取り組みをしている

４．理念を実践するための体制

今後は、八重山地区の地域密着型サ－ビス施設の連絡
会等を設置し、地域の課題等に取り込まれるよう期待し
たい。

2011
沖縄県グル－プホ－ム連絡会に加盟し、定例会、勉強
会等に参加しながら情報の交換や質の向上につとめ
ているが、職員間の交流がない。

○

18

５．人材の育成と支援

10

事業所へ情報提供された研修や講習会は、積極的に
参加しその内容を全体で共有しているが、その多くは
管理者が参加している。なお、事業所内においても職
員は働きながら介護福祉士や介護支援専門員へ挑戦
し、学習に励んでいる。

○
職員の士気の向上及びモチベ－ション維持のためにも、
管理者及び職員各自の経験や習熟度に応じた段階的な
法人内のみならず、法人外の研修機会が確保出来るよう
な、研修計画を策定して頂くよう期待したい。

9

１年間で２名の辞職者がいるが、管理者は出来るだけ
職員の異動を少なくするため職員とのコミュニケーショ
ンをはかるよう務めている。また新しい職員が入る場
合も、慣れるまでは夜勤等も含めて経験者と新任者が
ペア体制を組むなど、スムーズに移行できるよう配慮
がされている。

19

15

14

8

利用者等の苦情や要望に対応するための記録や、意
見箱が設置され、管理者、職員とも積極的に対応して
いるのが伺えるが、あまり活用されていない状況であ
る。

○

家族等の意見や苦情、相談等を運営に反映させるため、
または利用者等に対して、些細なことでも受け止めてもら
えるという信頼と安心感を持ってもらえるためにも家族会
を設置し、意見の集約やアンケ－ト調査など、家族の気
持ちや意見等をさらに引き出せるような工夫を期待した
い。

7

利用者の心身の状況や変化については、個別に電話
等で連絡を行い、職員の異動等についてはホ－ム便り
に掲載し、ホ－ムの行事は随時紹介している。その他
については、面会時やホ－ム便りなど定期的に報告が
なされている。なお金銭管理については管理者が行
い、家族に報告している。

96

市役所の担当課長等が運営推進会議の委員として構
成され、情報の提供等行政と連携する姿勢はあるが、
事業所側からの働きかけが弱い。医療連携体制加算
の創設について相談をしたが、回答が得られていな
い。

○
運営会議の担当を窓口として、利用者の状況報告や事業
所の状況について、積極的に働きかけ連携を密にする様
期待したい。

社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会



沖縄県（グループホーム イジュの花） 評価確定日：平成２１年５月　２８日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用す
るために、サービスをいきなり開始するのではな
く、職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴
染めるよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人
から学んだり、支えあう関係を築いている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映した介
護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、
見直し以前に対応できない変化が生じた場合
は、本人、家族、必要な関係者と話し合い、現状
に即した新たな計画を作成している

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

3615
利用者が自分らしく暮らすよう本人や家族の要望を取
り入れ、課題となる事についてはスタッフ全員で話し合
い、介護計画に活かしている。

3314

日々の関わりの中でまめに声かけをし、行動や表情の
変化等から反応を確かめ,希望や意向を把握するよう
務めている。又、家族の協力を得ながら出来るだけ本
人本位の支援をしている。

2612

入居前には家族と一緒に見学をしていただき、本人の
状況等、情報交換し職員とふれあう中から信頼関係を
築き、慣れてもらうよう工夫している。また、入居時に
は不安を和らげるために家族に泊まって頂くようにす
る場合もある。

3716
ケアプランは定期的な見直しがなされ、状況により家
族と相談の上、随時介護計画を見直ししている。

2713

職員は、「介護技術以外はすべての面で利用者が先
生だ」との観点に立ち、生活の知恵や郷土の文化、民
謡を学びながら一緒に支えあっている様子が感じられ
る。

社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会



沖縄県（グループホーム イジュの花） 評価確定日：平成２１年５月　２８日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をして
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、で
きるだけ早い段階から本人や家族等ならびにか
かりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を
共有している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような
言葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱
いをしていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

３．多機能性を活かした柔軟な支援

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

4719
多くの利用者が「慣れ親しんだ地域で最期を迎えたい」
という希望を持っている。しかし、重度化や終末期に向
けた取り組みについては、現在行われていない。

○
事業所としては、利用者の高齢化や重度化などの観点か
ら訪問看護等を取り入れ、関連機関との調整や医療連携
体制の整備等、終末ケアについての勉強会等開催し、高
齢者の看取りについて職員間で理解を深めて欲しい。

5020

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

今後は事業所から地域への貢献として、地域の認知症高
齢者に対して相談支援など、医療連携体制の役割を担う
ことを期待したい。

4318

かかりつけ医は本人、家族の意思で選択している。受
診時には必要に応じて職員も同行し、適切な健康管理
が行えるよう医師からアドバイスを受けるなど、協力体
制が出来ている。

3917
事業所の多機能性を活かしたショ－トステイ事業を導
入し、本人や家族の要望に応じた柔軟な支援をしてい
る。

○

5221
大まかな日課はあるが、一人ひとりの生活のペースを
大切にし、利用者の希望に沿った支援をしている。

自尊心やプライバシーを損ねる気配があればみんな
で注意し合い、ミーティングで検討をし対応している。
また、居室のドアに氏名や顔写真等を貼り、各自の居
室を分かり易くしているが、貼られるのを嫌がる利用者
については、掲示していない。個人情報の取り扱いに
は細心の注意をしている。
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沖縄県（グループホーム イジュの花） 評価確定日：平成２１年５月　２８日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、
入浴を楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽し
みごと、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望にそって、戸外に出かけられるよう
支援している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に
鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけ
ないケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろよ
り地域の人々の協力を得られるよう働きかけて
いる

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

24

一人ひとりの生活歴や力量に合わせ、誕生会やホー
ムのレク等には、司会担当係や挨拶担当係等をお願
いしたりして、本人のモチーフを引き出し支援してい
る。

5723
ハード面で浴槽の問題はあるものの、一番に入りたい
方等利用者本人の希望に沿った時間やタイミングなど
に合わせている。

59

6626
夜間のみ玄関の施錠をし、日中はほとんど鍵をかけず
声かけをして、安全に配慮しながら自由な出入りを支
援している。

今年初めて総合防災訓練を実施し、消防署の指導を
受け、職員、利用者共に防災・安全への意識付け及び
避難誘導などを意識している。

7127

25

日常的にスーパーへ買い物、ドライブに出かけたり、
定期的な遠足を行っている。帰宅願望の強い利用者
に対しては、他の利用者の病院搬送に合わせていっ
しょにドライブを行うなどして支援している。

（４）安心と安全を支える支援

61

5422

利用者一人ひとりの力量に合わせて食材の皮剥き等
の手伝いをしてもらっている。刻み食や流動食など一
人ひとりの状態を考慮しながら、利用者の食べたいも
のを献立に取り入れたりするなど、食事が楽しみなも
のになるよう支援をしている。
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沖縄県（グループホーム イジュの花） 評価確定日：平成２１年５月　２８日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光
がないように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

西日の入る部屋の西日対策を早急に改善されるよう期待
したい。

8129

8330
本人の使い慣れた置物や、タンス等も持ち込んでい
る。又、利用者の要望に添った室内の明るさ等が工夫
されている。

○

午後になると西日が厳しくなるため、利用者への健康管
理の配慮が求められる。日除けの対策や、天井の滲み等
を補修し、居心地のよい環境作りを期待したい。

77

食事の摂取や水分の補給については、毎食の摂取量
が記録されている。献立については担当職員が作成
し、必要に応じて法人の栄養士へ相談し、低栄養や、
脱水に気を付けている。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

玄関先には草花や庭木等が鉢植され、室内には絵画
やインテリアが配置され、天井燈には眩しくないように
布製のカバーを付けるなど落ち着いた室内空間が演
出されている。しかし、午後になると西日が強く居室や
厨房に差し込み眩いほどで、真夏時の暑さが気にな
る。又、天井には雨漏り等の滲みが目立つ。

○

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援
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